横浜都心回遊性向上を目指す為の企画乗車券に関する考察及び提案

横浜の公共交通の活性化をめざす会　柴田智洋

brothert354@hotmail.com
１,はじめに（歩く街横浜）

　みなとみらい線沿線のみなとみらいや、山下公園、元町等の地域を訪れるとそれぞれの地域間を歩く人が思いの他多いのが見て取れます。例えば最近出来た観光スポットである赤レンガ倉庫を見ると、最寄り駅であるみなとみらい線馬車道駅やみなとみらい駅からだとおよそ700ｍ～1ｋｍ程、みなとみらい線の駅間距離が平均で0.8ｋｍ程なのでその1駅分くらいの距離は当たり前のように歩いている事になります。

　実際横浜市が２００４年度に行った観光客満足度調査においてもみなとみらい線沿線である山下公園、中華街、元町の各地区は立ち寄り先で上位を占め非常に高い回遊性を示したと言う結果が出ています。そしてこの多くの人達が決して短く無い距離を歩いていると考えられます。これほど多くの人達が歩く横浜と言う街は車社会に浸りきった昨今、歩く事を苦にさせないすばらしい観光地と言う事が出来るかもしれません。

２,歩く街＝歩かざるを得ない街＝敷居の高い街？
ただ逆に言えばこの歩行者の多さはこの地区の公共交通がこの観光客を中心とした利用者の回遊需要をつかめていない事を示しているともいえるのではないでしょうか?例えば･･･

· １６万人強いるみなとみらい線１日当り利用者のうち線内のみの利用者は６千人程度で僅か４％（東横線は57％、相鉄線は30％程度、また回遊客が殆どいないと思われる埼玉高速鉄道は19％各社２００８年度）

· 前述の観光客満足度調査でも公共交通の評価に当る移動の部門が案内表示に次ぐワースト2位の座を占めている

と言った点からも見て取れると思います。

厳しい見方をすれば歩かざるを得ない街と言う見方も出来るかもしれません。今年の６月に行われたＬＲＴフォーラムではパネラーの方に「横浜は各地区歩くには距離があって子供と一緒に行こうとすると子供が車でとねだって大変だ」と言った指摘を受けています。確かに一般の人達、特に歩くのを苦にしない人達にとって横浜と言うのは本当にすばらしい街ですが、小さな子供連れやお年寄り等歩くのを苦にする人達にとって実は思った以上に敷居の高い街と言う事も出来るかもしれません。

３,敷居を下げるには～横浜の企画乗車券～
さて不案内な旅先の大都市などで移動する際、良く地下鉄等の一日乗車券を使われる方は多いのではないでしょうか？回遊的な利用の際にはトータルでの負担額が決まっている1日乗車券があると個々の運賃負担が気にならず、抵抗感が少なく公共交通が利用できます。

そこで今回1日乗車券をはじめとする企画乗車券について考えてみました。現状の企画乗車券は以下のようになっています。

· 市内全域向けの１日乗車券

→市営バス、市営地下鉄、地下鉄・バス乗車券・ファミリー環境乗車券（横浜市交通局）

· 都心部向けの１日乗車券（+各種優待）

→１日乗車券（みなとみらい線）、ヨコハマ・みなとみらいパス（みなとみらい線・根岸線）、みなとぶらりチケット（市営地下鉄、各社局バス）、小さな旅（市営バス26、54系統のみ）

· 郊外路線往復+１日乗車券（+各種優待）
→横浜１ＤＡＹきっぷ（京急+市営地下鉄、みなとみらい線、各社局バス）、みなとみらいチケット（東急+みなとみらい線）、相鉄発みなとぶらりチケット（相鉄+市営地下鉄、各社局バス）、相鉄MMチケット（相鉄+みなとみらい線）

　また他の大都市地域でも同様に調べてみました。その結果横浜には無い以下の施策が浮かび上がってきました。

· バス～バス、地下鉄～バス等での乗継割引（名古屋・京都･大阪･神戸・仙台・広島・福岡等※横浜市交通局でも定期のみ10月から導入）

· ＩＣ乗車券の活用（川崎・北九州・広島）

· 複数日有効な企画乗車券（京都･神戸・仙台）

· 都心部100円バス（福岡）

そして現状の不便な点として以下が考えられます。

· 各鉄道会社がばらばらに展開していていて例えば東横線からだと市営地下鉄・バスの利用ができない等郊外路線によっての案内状況が異なる

· 様々な乗車券があるが1枚で全てＯＫといえるような切符が無いためどの切符を使えばよいかが分かりづらい

４、敷居を下げる為に～新たな企画乗車券の提案～
　現在横浜都心の玄関口といえる横浜駅に乗り入れる各線に関わる多くのプロジェクトが進行中です。2012年度には東横線と副都心線の直通、2014年度には京急蒲田駅高架化完成による羽田空港～横浜の直通運転の増発等新たなお客様が横浜を訪れる事が多くなる事が予想されます。それに伴いより敷居の低い街を目指して以下の企画乗車券の導入を提案します。

Ａ，都心部共通乗車券の導入

→都心部の全鉄道路線、及び主要バス路線の利用が可能なきっぷを設定し、移動抵抗の低減を目指します。また現状の郊外路線での往復きっぷとの組み合わせ販売に加え、東武･西武・京成等横浜駅乗り入れ各線との直通路線での販売を目指します。

Ｂ，都心部共通乗車券の展開

→他の地域で取り入れられている施策を参考にヘビーユーザー向けのＩＣカード展開、宿泊者向けの複数日乗車券の導入等より便利な展開を目指します。

Ｃ，共通乗車券を持たない人にも

→共通乗車券を便利に買ってもらうのも当然ですが、持たない人向けにも気軽に利用してもらえるよう都心部100円バス・電車、または複数路線の乗継割引の導入を推進します。
